
越
前
の
真
宗
寺
院
と

親
驚
止
宿
伝
説

泉

義

載の木ぎ

さ「か「
細れ岬Eら二
呂て耐f加十
木い坂5賀四一
鋸る L 橘輩
坂。に~ }I慎
つ立拝
い花園
てと会
も」

次書に
のくよ
よ)る

つにと
な達
解す越
説る前
がま細官
記で呂ろ
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福
井
よ
り
細
呂
木
ま
で
十
里
。
此
関

に
蓮
知
上
人
の
御
旧
跡
、
川
尻
西
光

寺
あ
り
。
東
御
門
跡
の
院
家
な
り
。

此
所
、
越
前
加
賀
の
境
な
り
。
祖
師
左
遷
あ
ら
せ

給
ふ
時
、
越
前
の
御
門
徒
等
、
此
坂
ま
で
見
送
り

奉
り
、
既
に
別
れ
奉
り
け
る
に
、
聖
人
権
者
の
御

身
た
り
と
い
へ
ど
も
、
人
々
に
別
れ
さ
せ
給
ふ
事

泉

越
前
の
真
宗
寺
院
と
親
驚
止
宿
伝
説

4 0の4

さ
す
が
に
御
こ
、
ろ
ぶ
そ
く
思
召
け
ん
。

音
に
聞
く
鋸
坂
に
引
わ
か
れ
身
の
行
方
は

こ
冶
ろ
細
呂
木

と
な
ん
、
詠
し
給
ひ
け
る
旧
跡
な
り
mw

す
な
わ
ち
、
越
後
流
罪
と
な
る
途
中
の
親
驚
が
、

加
越
国
境
の
「
鋸
坂
」
を
通
り
か
か
っ
た
際
に
歌
を

詠
み
、
そ
の
心
細
さ
を
表
現
し
た
と
語
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
基
づ
い
て
、
親
驚
が
越
後

へ
下
向
し
た
経
路
を
考
え
る
な
ら
ば
、
金
津
i
細
呂

木
j

「
鋸
坂
」

i
加
賀
橘
と
、
北
陸
道
の
主
経
路
を

辿
っ
た
と
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
記
事
に
は
難
点
が
二
つ
あ

る
。
第
一
に
は
、
細
呂
木
j
橘
の
加
越
国
境
越
え
経

路
が
「
鋸
坂
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
中
世

に
ま
で
遡
っ
て
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
ゆ
第
二
に
は
、
親
驚
の
著
述
と
し
て
多

い
ま
よ
う

く
の
和
讃
(
当
時
流
行
の
「
今
様
」
と
同
じ
形
式
)

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
自
作

の
和
歌
は
な
い
。
つ
ま
り
彼
は
今
様
日
和
讃
の
世
界

に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
和
歌
の
世
界
と
は

無
縁
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る

と
、
右
の
「
鋸
坂
」
越
え
の
記
事
に
は
信
頼
性
が
乏

し
く
、
近
世
以
降
の
創
作
に
か
か
る
も
の
と
判
断
せ

博

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

一一

と
こ
ろ
で
、
浄
土
真
宗
寺
院
の
由
緒
書
の
う
ち
に

は
、
親
驚
が
越
後
へ
下
向
す
る
途
中
、
み
ず
か
ら
の

坊
舎
に
止
宿
し
た
と
の
伝
説
を
持
つ
寺
院
が
少
な
く

な
い
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
伝
説
の
生
み
出
さ
れ
た

背
景
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
ま
ず
、

前
節
に
取
り
上
げ
た
北
陸
道
の
主
経
路
と
は
全
く
異

な
る
経
路
を
辿
っ
て
越
後
に
下
向
し
た
と
語
る
、
山

竹
回
の
本
専
寺
(
西
派
)
の
由
緒
書
を
取
り
上
げ
よ

、つノ。
然
に
承
元
年
中
に
高
祖
親
驚
聖
人
、
法
難
に
よ
っ

て
遠
流
之
勅
命
を
蒙
り
、
北
越
に
趣
き
た
ま
ふ
。

其
棚
、
当
国
浜
道
筋
、
故
障
有
て
往
来
を
止
冶
む
。

豊
原
の
山
路
を
往
還
と
す
。
此
節
聖
人
、
此
道
を

通
た
ま
ふ
。
鳴
鹿
よ
り
の
道
、
山
竹
田
の
郡
に
移

り
ま
し
ま
し
て
、
晩
日
に
お
よ
ひ
て
同
郡
の
内
口

筒
の
旧
地
、
当
寺
に
寄
宿
ま
し
ま
し
け
り
。
住
僧

導
泉
房
円
真
、
尊
顔
を
拝
し
奉
る
に
、
眼
光
金
色

也
。
円
真
恭
敬
重
し
奉
り
・
:
(
中
略
)
:
・
年
来
修

行
の
天
台
宗
を
改
、
御
弟
子
と
な
り
法
名
を
浄
念

③
 

と貝方。
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こ
の
本
専
寺
の
由
緒
書
に
よ
る
と
、
親
驚
が
越
後

に
下
向
す
る
際
に
「
浜
道
筋
」
に
は
支
障
が
あ
っ
た

た
め
、
寸
豊
原
」
の
山
路
を
辿
る
こ
と
と
し
、
鳴
鹿

か
ら
山
竹
田
べ
抜
け
て
本
専
寺
に
寄
宿
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
住
僧
の
導
泉
房
円
真
は
親
驚

に
帰
依
し
て
天
台
宗
を
捨
て
、
法
名
を
浄
念
と
号
す

る
に
至
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
山
竹
田
を
通

る
経
路
は
、
寸
大
内
峠
」
を
越
え
て
加
賀
大
内

1
山

い
ぶ
り
ば
し

中
1
山
代
l
動
橋
、
ま
た
は
山
中
か
ら
右
へ
折
れ

な

た

は

き

た

に

か

る

て
四
十
九
院
1
勅
使
l
那
谷
l
粟
津
j
波
佐
谷
l
軽

み

と

ふ

海

1
士
口
府
(
加
賀
国
府
の
故
地
)
と
辿
る
も
の
で
あ

る
の
で
、
以
下
で
は
「
大
内
峠
」
越
え
と
称
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

親
驚
下
向
の
際
の
加
賀
国
境
越
え
経
路
が
、
果
た

し
て
「
鋸
坂
」
越
え
で
あ
う
た
か
「
大
内
峠
L

越
え

で
あ
っ
た
か
。
こ
の
問
題
は
残
念
な
が
ら
後
世
に
編

集
さ
れ
た
由
緒
書
を
検
討
し
て
も
、
結
論
の
出
る
こ

と
で
は
な
い
。
同
時
代
の
信
頼
性
の
高
い
史
料
が
出

現
し
な
い
限
り
、
こ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い

か
ら
、
こ
こ
で
は
結
論
を
留
保
し
て
お
く
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
専
寺
が
親
驚
止
宿
伝
説
を
掲
げ
て
門
徒

衆
に
参
詣
を
呼
び
掛
け
、
門
徒
衆
も
こ
れ
を
受
容
し

て
参
拝
し
た
と
い
う
事
実
は
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

で
は
な
に
ゆ
え
に
、
本
専
寺
は
か
か
る
伝
説
を
喧
伝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

そ
の
理
由
は
、
「
大
内
峠
」
が
越
前
か
ら
加
賀
に

達
す
る
経
路
と
し
て
、
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と

い
う
点
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
こ
こ
は
加
賀

山
中
湯
に
至
る
に
は
最
短
の
経
路
で
あ
っ
て
、
例
え

ば
蓮
如
も
山
中
湯
の
湯
治
か
ら
戻
る
際
、
こ
の
経
路

を
通
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
明
五

年
(
一
四
七
三
)
九
月
二
二
日
に
蓮
如
は
「
賀
州
山

中
湯
治
叫
と
記
し
て
い
て
、
山
中
湯
に
滞
在
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
、
次
い
で
翌
二
三
日
に
は
「
藤
嶋

郷
ノ
内
、
林
ノ
郷
超
勝
寺
ザ
に
泊
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
わ
ず
か
一
日
で
山
中
湯
か
ら
藤
島
超
勝
寺
に

達
す
る
に
は
、
「
大
内
峠
」
を
通
る
以
外
に
は
不
可

能
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

蓮
如
の
利
用
も
確
認
で
き
る
「
大
内
峠
」
越
え
の

経
路
で
あ
る
か
ら
、
近
世
以
降
の
門
徒
衆
も
や
は
り

同
様
に
、
山
中
湯
に
向
か
う
に
は
こ
の
経
路
を
通
る

以
外
に
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
沿
道

の
山
竹
田
に
、
右
の
本
専
寺
は
立
地
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
彼
ら
門
徒
衆
の
足
を
引
き
止
め

て
本
専
寺
に
参
拝
さ
せ
る
た
め
に
は
、
親
驚
止
宿
伝

説
は
ま
こ
と
に
格
好
の
材
料
だ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
本
専
寺
の
由
緒
書
に
親
驚
止
宿
伝

説
が
登
場
す
る
理
由
は
、
門
徒
衆
が
大
挙
し
て

1

大

内
峠
」
越
え
で
加
賀
山
中
湯
に
出
掛
け
た
と
い
う
、

近
世
の
「
温
泉
ブ

l
ム
」
が
伏
在
し
て
い
る
の
で
あ

ろ、フ。

一一
一

と
こ
ろ
が
、
親
驚
止
宿
伝
説
を
掲
げ
る
寺
院
は
、

ひ
と
り
本
専
寺
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
別
表
に
ま
と
め

た
ご
と
く
に
計
八
ヶ
寺
の
由
緒
書
で
、
こ
の
親
驚
止

宿
伝
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次

に
、
本
専
寺
以
外
の
寺
院
の
由
緒
を
検
討
し
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。
別
表
で
は
該
当
寺
院
を
北
か
ら
煩

は
し
た
て

に
整
理
し
て
あ
る
が
、
本
節
で
は
こ
の
う
ち
橋
立
真

ま
つ
な
り

宗
寺
・
岩
倉
法
光
寺
・
松
成
満
願
寺
に
つ
い
て
検
討

す
る
。ま
ず
橋
立
真
宗
寺
(
近
世
に
福
井
に
転
じ
、
戦
後

に
鳥
羽
へ
移
転
、
西
派
)
の
由
緒
書
を
眺
め
て
み
よ

、つノ

当
寺
開
基
ハ
光
実
一
房
法
善
ト
号
ス
・
:
(
中
略
)
・

従
五
位
下
左
近
将
監
成
頼
、
始
メ
テ
佐
々
木
ノ
氏

ヲ
給
フ
。
近
江
ノ
国
佐
々
木
ニ
住
ス
。
成
頼
四
代

ノ
孫
佐
々
木
源
三
義
秀
ノ
三
男
三
郎
左
兵
衛
尉
盛

綱
ハ
、
即
チ
当
寺
開
基
也
:
・
(
中
略
)
・
:
当
国
江
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遊
歴
シ
、
今
立
郡
方
上
ノ
庄
橋
立
村
ニ
居
住
ス
。

承
元
丁
卯
年
三
月
、
見
真
大
師
、
越
後
国
左
選
ノ

際
、
偶
マ
橋
立
村
ニ
来
ル
。
盛
綱
剃
髪
、
ン
テ
弟
子

ト
ナ
リ
、
法
名
ヲ
光
実
房
法
善
ト
称
シ
、
越
後
ノ

配
所
ニ
随
従
ス
。
同
年
、
師
ノ
命
ヲ
奉
シ
テ
橋
立

親鷲止宿伝説を持つ真宗寺院

寺院 帰依した人(法物名)旧属宗派・!日寺名 現在の派

1山竹田本専寺 導泉坊円真(浄 天台宗豊原寺末 西派
念)

2河北専光寺
島津但綱

真言宗 三(広門義徒の中高野田派派) 
(祖真)

3岩倉法光寺 佐々 木三郎(法光善実) 高田派

4橋立真宗寺 佐々(光木実盛房綱法善) (高田派か) 西派

5松成満願寺 乗俊 天(一台時宗高法田興派寺) 西派

6上野誠照寺 泰右尽進景(空之然) 三(広門義徒の上高野田派派) 

7山元証誠寺 三(広門義徒の山高元田派派) 

8中新庄妙!願寺
永井斎藤 真言宗佑明寺 西派

(西念)
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表 1

泉

越
前
の
真
宗
寺
院
と
親
驚
止
宿
伝
説

村

ニ

帰

リ

、

城

下

へ

階

道

ノ

ア

リ

シ

ト

キ

、

御

通

リ

マ

シ

/

¥

号

ス

時

四

ケ

リ

ト

イ

フ

。

コ

ノ

ト

キ

巌

倉

ノ

法

輿

寺

ニ

御

一

右
に
引
用
し
た
由
緒
書
に
よ
る
と
、
近
江
出
身
の
宿
ニ
テ
、
御
自
影
ヲ
譲
タ
マ
へ
ル
ト
テ
、
今
ニ
安

佐
々
木
義
秀
の
三
男
盛
綱
が
方
上
庄
橋
立
村
に
居
住
置
セ
ラ
レ
ケ
リ
吻

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
承
元
元
年
(
一
二

O
七
)
三
月
こ
の
法
光
寺
由
緒
書
に
お
い
て
も
、
親
鷲
は
下
向

に
越
後
下
向
の
途
中
の
親
驚
が
橋
立
村
に
立
ち
寄
つ
す
る
際
に
法
光
寺
に
止
宿
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

た
の
で
、
帰
依
し
て
光
実
房
法
善
の
法
名
を
与
え
ら
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
当
寺
は
「
二
十
四
輩
順
拝
図

れ
た
。
彼
は
親
驚
に
随
従
し
て
越
後
に
至
っ
た
が
、
会
」
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
佐
々
木
三

や
が
て
橋
立
村
に
戻
っ
て
真
宗
寺
を
建
立
し
た
と
述
郎
光
実
入
道
法
善
一
房
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
と
語
ら
れ

べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
真
宗
寺
は
、
い
ま
で
こ
た
う
え
で
、
「
橋
立
真
宗
寺
同
系
の
寺
な
る
に
や
」

そ
西
派
に
属
し
て
い
る
が
、
本
来
は
そ
う
で
は
な
か
と
あ
る
。
橋
立
真
宗
寺
の
開
基
佐
々
木
盛
綱
の
法
名

っ
た
と
息
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
右
の
由
緒
書
に
は
光
実
坊
法
善
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
法
光
寺
開

語
ら
れ
て
い
た
近
江
の
佐
々
木
盛
綱
と
い
う
人
物
は
、
基
と
全
く
一
致
し
て
お
り
、
そ
し
て
現
在
も
両
寺
と

折
立
称
名
寺
を
は
じ
め
と
す
る
高
田
派
系
寺
院
の
由
も
に
「
佐
々
木
」
姓
を
名
乗
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ

緒
に
、
頻
繁
に
登
場
す
る
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
る
。
こ
、
7
し
た
点
か
ら
考
え
て
、
真
宗
寺
・
法
光
寺

ま
り
橋
立
真
宗
寺
も
、
本
来
は
高
田
派
に
属
し
た
寺
両
寺
は
先
祖
を
共
通
に
し
、
あ
る
時
期
に
分
寺
(
た

院

と

考

え

る

べ

き

な

の

で

あ

る

。

ぶ

ん

真

宗

寺

か

ら

法

光

寺

が

分

出

)

し

た

も

の

で

あ

こ
の
橋
立
真
宗
寺
と
同
系
と
推
測
さ
れ
る
の
が
岩
ろ
う
。

倉
法
光
寺
(
い
ま
は
栃
泉
の
校
村
赤
坂
に
所
在
、
高
次
い
で
松
成
満
願
寺
(
西
派
)
に
お
い
て
も
親
驚

団

派

)

で

あ

る

。

止

宿

伝

説

が

あ

る

吻

す

な

わ

ち

、

満

願

寺

は

も

と

は

周
囲
巌
倉
村
良
県
寺
高
田
派
-
一
一
ア
院
家
ナ
リ
天
台
宗
で
法
一
興
寺
と
称
し
て
い
た
が
、
親
震
が
承
元

聖
人
越
後
へ
御
下
リ
ノ
時
、
越
前
階
道
ハ
府
中
ヨ
元
年
(
一
二

O
七
)
に
一
泊
し
た
の
で
、
住
持
の
乗

リ
束
、
粟
田
辺
町
へ
ウ
ツ
リ
、
一
城
ノ
谷
義
景
ノ
俊
は
帰
依
し
た
。
そ
の
子
は
俊
恵
と
い
い
、
さ
ら
に

一
宇
ヲ
建
立
シ
テ
寺
号
ヲ
真
宗
寺
ト
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そ
の
子
乗
智
は
覚
如
の
弟
子
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

高
田
派
に
転
じ
、
文
明
三
年
(
一
四
七
二
に
蓮
如

に
帰
依
し
て
本
願
寺
派
に
転
じ
た
。
乗
喜
の
と
き
に

石
山
合
戦
が
起
こ
っ
て
顕
如
を
支
援
し
、
や
が
て
法

興
寺
か
ら
満
願
寺
に
改
称
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で

ふめ呼令。以
上
に
眺
め
た
橋
立
真
宗
寺
・
岩
倉
法
光
寺
・
松

成
満
願
寺
の
由
緒
に
お
い
て
、
共
通
点
を
取
り
上
げ

る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
も
高
田
派
に
関
わ
っ
て
い
る
点

が
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
在
も
高
田
派
に

属
す
る
岩
倉
法
光
寺
は
言
わ
ず
も
が
な
。
そ
の
同
系

と
推
測
さ
れ
る
橋
立
真
宗
寺
も
、
か
つ
て
は
高
田
派

に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
松
成
満
願
寺

に
つ
い
て
も
、
一
時
期
な
が
ら
高
田
派
に
属
し
た
こ

と
が
由
緒
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
共

通
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
親
驚
止
宿
伝
説
は
高
田
派
系

の
寺
院
が
唱
え
た
伝
説
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
の

で
あ
る
。

はい河ζ
西て北5前
木検専節
田討光に聞
にし寺続問
所て・い
在み上2て
よ野R 、
三う誠i同
円。回k様
徒ま主1の
中ず 7親
野河山吉驚
派北示も止
)専呈 E宿
の光 RIL5伝
由寺誠i説
緒(寺ロを
書いに持
をまつつ

取
り
上
げ
る
。

薩
州
ニ
居
住
在
故
、
承
久
三
年
七
月
、
次
男
島
津

周
防
守
但
綱
、
当
国
守
護
代
、
上
河
北
村
居
住
在

.
(
中
略
)
・
:
武
門
三
代
相
続
、
此
閲
真
言
宗
を

信
。
愛
ニ
太
祖
御
歳
三
十
五
歳
、
土
御
門
院
承
元
一
万

年
丁
卯
三
月
、
越
後
左
遷
之
棚
、
御
寄
宿
在
、
御

弟
子
ト
成
リ
、
法
名
祖
信
ト
附
給
、
則
御
形
見
ノ

御
自
影
付
属
在
吻

こ
の
由
緒
書
に
よ
る
と
、
越
前
守
護
職
の
島
津
但

久
(
忠
久
と
も
)
に
代
わ
っ
て
、
島
津
周
防
守
但
綱

(
忠
綱
と
も
)
が
守
護
代
と
し
て
越
前
へ
入
部
し
、

上
河
北
村
に
居
住
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
承
元
元
年

(
一
二

O
七
)
三
月
に
親
驚
が
越
後
へ
下
向
す
る
際
、

但
綱
の
屋
敷
に
寄
宿
し
た
の
で
、
但
綱
は
こ
れ
ま
で

の
真
言
宗
を
捨
て
て
帰
依
し
、
法
名
を
祖
信
と
名
乗

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
親
鷲
は
自
身
の
絵
像
を

下
付
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
専
光
寺
由
緒
書
で
は
、
時
間

的
な
前
後
関
係
に
組
揺
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

島
津
但
綱
が
越
前
に
入
部
し
た
の
を
承
久
三
年
(
一

二
二
二
と
語
る
一
方
で
、
親
驚
が
越
後
に
下
向
し

た
の
は
そ
れ
よ
り
十
数
年
前
の
承
元
元
年
ご
二

O

七
)
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
て
、
両
人
の
越
前
で
の

対
面
が
不
可
能
で
あ
る
点
が
、
は
し
な
く
も
示
き
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
越
前
国
名
蹟

考
サ
で
は
、
当
寺
は
正
応
の
頃
(
一
二
九

O
年
前

後
)
に
改
宗
し
た
と
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
「
中
野
物
語
ザ
に
よ
れ
ば
、
中
野
専
照
寺
(
三

ほ
や
ま

門
徒
中
野
派
本
山
)
の
開
基
浄
一
は
、
帆
山
流
(
誓

こ
ぎ
た

願
寺
)
・
ヤ
シ
ロ
流
(
若
杉
、
専
澄
寺
)
・
河
北
流

(
専
光
寺
勇
善
坊
)
の
法
義
を
相
伝
し
て
い
る
と
語

ら
れ
る
が
、
こ
の
河
北
流
と
い
う
の
が
専
光
寺
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
勇
善
と
は
そ
の
と
き
の
住
持
の
名
前

で
ふ
め
ろ
、
7
0う
わ
の
巴
ょ
う
し
よ
う
り

次
い
で
上
野
誠
照
寺
(
三
門
徒
上
野
派
H
誠
照

寺
派
本
山
、
い
ま
は
下
深
江
H
本
町
に
所
在
)
の
由

緒
を
眺
め
て
み
た
い
。
こ
れ
は
西
鯖
江
西
福
寺
(
同

派
)
の
由
緒
書
に
見
え
る
記
事
で
あ
る
。

(
西
福
寺
)

当
寺
開
基
良
覚
上
人
と
申
ハ
、
法
祖
親
驚
聖
人

三
十
五
歳
、
越
後
流
罪
之
節
、
当
地
領
主
秦
右
京

進
景
之
法
名
空
然
願
望
ニ
て
、
聖
人
数
日
此
所
一
逗

留
御
座
在
し
、
本
山
誠
照
寺
を
草
創
。
其
後
六
十

歳
ニ
て
入
洛
之
時
、
秦
空
然
上
京
、
弟
五
男
太
夫

有
房
法
名
道
性
を
乞
得
て
、
越
前
西
鯖
江
え
下
固

有
之
。
空
然
之
息
女
と
嫁
し
、
一
二
子
を
生
ス
。
嫡

男
松
寿
法
名
如
覚
。
此
如
覚
上
人
之
嫡
子
乙
主
丸
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法
名
良
覚
と
申
候
。
親
驚
聖
人
之
真
彦
ニ
て
、
祖

父
ハ
藤
原
氏
聖
人
之
直
子
、
祖
母
ハ
秦
氏
始
皇
帝
之

末
育
也
。
然
る
に
良
覚
三
子
有
之
。
嫡
子
秀
覚
、

二
女
、
三
男
良
円
と
申
候
。
康
永
元
年
秋
、
草
庵

を
造
作
し
、
翌
未
年
五
月
十
九
日
、
先
住
如
覚
上

人
三
十
三
回
忌
之
法
務
執
行
有
之
。
良
覚
四
拾
八

歳
之
時
、
秀
覚
に
本
山
を
譲
り
、
良
円
を
伴
ひ
当

寺
え
隠
居
し
、
本
寺
之
後
見
と
成
、
夫
よ
り
代
々

寺
法
を
預
り
勤
来
り
候
・
:
(
下
略
)
1
.

こ
れ
に
よ
る
と
、
親
驚
が
越
後
に
流
罪
と
さ
れ
る

際
、
当
地
の
領
主
秦
景
之
(
波
多
野
か
、
法
名
空

然
)
が
望
ん
で
、
親
驚
は
数
日
間
こ
こ
に
逗
留
し
て

誠
照
寺
を
草
創
し
た
。
そ
の
後
続
驚
は
京
都
へ
一
一
反
っ

た
の
で
、
秦
空
然
は
上
京
し
て
そ
の
五
男
有
一
房
(
法

名
道
性
)
に
下
向
を
懇
望
し
て
越
前
に
迎
え
、
や
が

て
空
然
の
娘
と
の
聞
に
三
子
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
う

ち
の
嫡
子
が
如
覚
で
あ
る
。
如
覚
の
子
が
良
覚
、
さ

ら
に
そ
の
子
が
秀
覚
で
、
良
覚
は
康
永
元
年
ご
三

四
二
)
に
草
庵
(
の
ち
の
西
福
寺
)
を
建
立
し
た
う

え
で
、
そ
の
翌
年
に
誠
照
寺
を
秀
覚
に
譲
り
、
自
身

は
末
子
良
円
と
と
も
に
西
福
寺
へ
隠
居
し
た
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
に
関
連
し
た

「
誠
照
寺
文
書
ザ
第
一
九
号
に
よ
れ
ば
、
親
驚
が
逗

泉

越
前
の
真
宗
寺
院
と
親
驚
止
宿
伝
説

う
わ
の

留
し
た
の
は
上
野
の
「
車
の
道
場
」
、
ま
た
道
性
を

乞
い
請
け
た
の
は
寛
喜
三
年
(
一
二
三
こ
の
こ
と

と
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
誠
照
寺
の
創
立
を
語
る
史
料
と

し
て
著
明
な
寸
中
野
物
語
」
を
参
照
す
る
と
、
こ
れ

に
は
右
の
由
緒
書
の
所
伝
は
全
く
登
場
し
な
い
。
し

か
も
両
史
料
の
信
頼
度
を
比
較
す
れ
ば
、
「
中
野
物

語
」
の
方
が
勝
っ
て
い
る
と
言
わ
、
ざ
る
を
え
な
い
か

ら
、
右
の
由
緒
書
は
「
中
野
物
語
」
を
知
ら
な
い

(
ま
た
は
無
視
す
る
)
、
は
る
か
後
代
の
住
持
・
門
徒

衆
の
も
と
で
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

入
ど
っ
。

り

ょ

う

し

よ

う

じ

う

わ

な
お
付
言
し
て
お
く
と
、
誠
照
寺
の
山
号
「
上

の野
」
は
旧
所
在
地
に
因
む
も
の
で
、
こ
の
小
字
名
は

お
う
ぎ
ん

い
ま
寸
王
山
」
(
大
山
と
も
書
く
)
の
西
麓
の
北
陸

道
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
に
所
在
し
て
い
る
⑬
(
上
鯖
江
地

籍
内
で
、
上
野
別
堂
た
る
「
車
の
道
場
L

を
起
点
に

言
え
ば
寸
王
山
」
の
尾
根
の
反
対
側
)
。
つ
ま
り
こ

こ
が
誠
照
寺
の
故
地
で
あ
る
。
「
中
野
物
語
」
で
は
、

道
場
設
立
者
た
る
如
覚
の
居
住
地
を
「
紘
島
L

H
大

さ

ぼ

や

の

し

よ

う

う

わ

の

覚
寺
領
鯖
屋
庄
と
語
っ
て
い
る
か
ら
、
上
野
は
鯖

屋
庄
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
吻

や
ま
も
と
し
よ
う

U
ょ

う

口

や

ま

も

と

次
い
で
山
元
証
誠
寺
(
三
門
徒
山
元
派
本
山
、

い
ま
は
横
越
に
所
在
)

が
語
ら
れ
て
い
る
。

関
山
聖
人
左
遷
の
時
、
越
前
の
群
俗
、
山
元
と
い

へ
る
所
に
一
宇
を
建
立
し
、
聖
人
を
請
し
奉
り
け

れ
ば
、
聖
人
即
愛
に
入
ら
せ
給
ひ
、
勧
化
利
生
有

け
る
が
、
其
後
、
善
驚
上
人
来
院
あ
っ
て
、
門
下

を
化
益
し
給
ひ
、
統
て
奥
州
大
網
の
浄
如
大
徳
、

此
仏
閣
を
再
興
し
、
恭
く
も
禁
廷
よ
り
山
元
山
証

誠
寺
と
勅
号
を
賜
り
、
そ
れ
よ
り
相
次
で
今
に
法

脈
相
承
せ
り
吻

こ
の
由
緒
書
で
は
、
越
後
下
向
の
親
鷺
を
迎
え
る

や
ま
も
と

べ
く
、
越
前
の
群
俗
は
「
山
元
」
に
一
宇
を
建
立
し

た
と
語
ら
れ
、
そ
の
後
、
善
驚
も
こ
こ
に
来
院
し
た

と
さ
れ
る
。
ま
た
後
に
仏
閣
を
再
興
し
た
の
は
陸
奥

の
浄
知
で
あ
っ
た
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
証

誠
寺
は
誠
照
寺
と
同
様
に
「
大
町
専
修
寺
」
か
ら
分

立
し
た
寺
院
で
あ
る
か
ら
、
両
寺
の
唱
え
る
右
の
ご

と
き
親
驚
止
宿
伝
説
は
、
同
系
の
伝
説
と
判
断
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

や
ま
も
と
さ
ん

と
こ
ろ
で
証
誠
寺
の
山
号
「
山
元
山
」
は
、
そ
の

当
初
の
立
地
点
、
た
る
山
元
庄
H

山
本
庄
に
因
む
も
の

で
あ
る
。
こ
の
庄
園
は
、
水
落
・
北
野
・
小
黒
町
の

一
帯
に
鎌
倉
期
か
ら
所
在
し
、
領
主
と
し
て
は
坊
城

の
由
緒
で
も
、

親
驚
の
止
宿
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家
、
次
い
で
有
栖
川
清
浄
寿
院
、
さ
ら
に
円
覚
寺
が

知
ら
れ
る
吻
近
年
に
山
一
万
派
門
徒
衆
は
、
証
誠
寺
の

故
地
と
伝
承
す
る
水
落
地
籍
内
の
字
「
西
堂
之
庭
」

「
東
堂
之
庭
」
(
新
住
居
表
示
で
は
水
落
町
一
丁
目

七
番
)
に
石
碑
を
建
立
し
て
い
る
が
、
地
形
図
な
ど

か
ら
判
断
し
て
こ
の
伝
承
地
は
妥
当
と
言
え
よ
う
。

そ
こ
で
こ
の
地
点
を
踏
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
三

門
徒
派
の
本
山
た
る
中
野
専
照
寺
(
足
羽
郡
中
野
、

い
ま
は
木
田
に
所
在
)
・
山
元
証
誠
寺
(
水
落
)

上
野
誠
照
寺
(
上
鯖
江
の
上
野
)
の
三
ヶ
寺
は
、
い

ず
れ
も
北
陸
道
に
沿
う
か
、
ま
た
は
街
道
か
ら
指
呼

の
距
離
を
置
い
て
設
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す

る
の
で
あ
る
。

以
上
に
検
討
し
た
河
北
専
光
寺
・
上
野
誠
照
寺
・

山
元
証
誠
寺
の
由
緒
に
共
通
す
る
点
は
、
い
ず
れ
も

三
門
徒
派
に
属
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
門
徒
派

と
は
、
現
在
は
中
野
派
だ
け
を
指
す
呼
称
と
じ
て
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
大
町
専
修
寺
(
如
道
)

の
法
脈
・
血
脈
を
引
い
て
成
立
し
た
、
中
野
専
照
寺

(
浄
ご
・
山
元
証
誠
寺
(
道
性
)
・
上
野
誠
照
寺

(
如
覚
)
の
三
派
を
指
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
三
派

を
指
し
て
三
門
徒
派
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
大
町

専
修
寺
と
は
、
高
田
派
系
の
念
仏
を
伝
え
て
設
立
さ

泉

越
前
の
真
宗
寺
院
と
親
鴬
止
宿
伝
説

れ
た
寺
院
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
派
生
た
る
三
門
徒
派

も
広
義
の
高
田
派
と
み
な
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
前
節
の
結
論
、
す
な
わ
ち
高
田

派
に
関
連
の
あ
る
寺
院
で
親
驚
止
宿
伝
説
が
唱
え
ら

れ
て
い
る
と
の
結
論
と
同
様
に
、
高
田
派
か
ら
派
生

し
た
三
門
徒
派
の
寺
院
に
お
い
て
も
、
親
驚
止
宿
伝

説
が
喧
伝
さ
れ
て
い
た
と
の
結
論
が
得
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
言
え
ば
、
三
門
徒
派
が
広

義
の
高
田
派
念
仏
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
伝
説
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
最
後
に
、
こ
う
し
た
関
係
が
判
然
と
し
な
い

中
新
庄
妙
順
寺
(
西
派
)
の
由
緒
書
も
取
り
上
げ
て

眺
め
て
お
き
た
い
。

{
削
叫
附
収
物
μ
吋
)

開
基
斎
藤
別
当
実
盛
二
男
、
永
井
斎
藤
討
、
於
南

都
東
大
寺
出
家
、
号
智
海
坊
。
寿
永
三
年
五
月
上

旬
、
至
越
前
回
今
南
西
郡
今
立
郡
之
事
、
於
新
郷

村
中
新
庄
村
之
事
一
宇
建
立
之
、
号
佑
明
寺
、
学
真

言
。
其
以
後
承
元
二
年
三
月
、
親
驚
聖
人
北
国
左

遷
之
刻
、
右
佑
明
寺
ニ
止
宿
。
其
時
之
住
持
、
親

驚
之
弟
子
と
成
、
号
西
念
。
其
後
織
田
信
長
公
、

越
前
国
、
王
朝
倉
義
景
を
乞
給
。
其
節
佑
明
寺
と
難

名
乗
故
有
之
。
因
是
本
願
寺
五
代
巳
前
顕
知
上
人

之
代
、
天
正
二
年
八
月
五
日
、
妙
順
寺
と
相
改
申

候
事
mm

こ
れ
に
よ
る
と
、
妙
順
寺
の
開
基
は
斎
藤
実
盛
二

男
の
永
井
斎
藤
六
郎
で
、
東
大
寺
で
出
家
し
て
智
海

坊
と
称
し
、
寿
永
三
年
(
一
一
八
四
)
に
今
南
西
郡

新
郷
村
(
中
新
庄
村
)
に
一
宇
を
建
立
し
て
佑
明
寺

と
号
し
、
真
言
宗
に
属
し
た
。
そ
の
後
承
元
二
年

(
一
二

O
八
)
に
親
驚
が
下
向
す
る
際
、
佑
明
寺
に

止
宿
し
た
の
で
、
親
驚
の
弟
子
と
な
っ
て
西
念
と
号

し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
顕
如
時
代
の
天
正

二
年
(
一
五
七
四
)
に
至
っ
て
、
妙
順
寺
に
改
称
し

た
と
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
右
の
記
事
で
は
、
あ
い

に
く
と
高
田
派
(
ま
た
は
三
門
徒
派
)
に
関
連
が
あ

る
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
推
測
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
、
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
想

定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
別
掲
の
地
図
を
見

る
な
ら
ば
、
親
驚
止
宿
伝
説
を
唱
え
る
高
田
派
、
お

よ
び
そ
の
派
生
た
る
三
門
徒
派
の
寺
院
は
、
い
ず
れ

も
今
立
郡
か
ら
足
羽
郡
に
か
け
て
の
比
較
的
狭
い
範

囲
に
集
中
し
て
い
て
、
「
文
殊
山
L

麓
か
ら
「
三
里

山
」
麓
に
か
け
て
の
約
一

O
同
四
方
の
範
囲
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
範
囲
内
に
、
中
新
庄

妙
順
寺
も
含
ま
れ
て
い
る
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な

い
の
で
あ
る
。
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四
十
巻
四
号

五

本
稿
の
検
討
で
明
ら
か
に
で
き
た
点
は
次
の
通
り

で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
真
宗
寺
院
が
唱
え
る
親
驚
止
宿
伝
説

は
、
必
ず
し
も
信
頼
度
が
高
い
と
は
言
え
な
い
が
、

し
か
し
事
実
か
虚
構
か
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
一
応

保
留
し
、
同
時
代
の
新
た
な
史
料
が
出
現
す
る
の
を

待
ち
た
い
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
世
の
門
徒

衆
が
こ
う
し
た
親
驚
止
宿
伝
説
を
、
あ
り
う
る
こ
と

と
理
解
し
て
受
容
し
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
真
偽

に
関
わ
ら
ず
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
か
る
伝
説
を
唱
え
る
寺
院
に
は
、
ま
ず
そ
の
創

立
が
鎌
倉
時
代
以
前
に
遡
る
と
い
う
由
緒
が
、
本
来

存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
例

え
ば
本
専
寺
の
ご
と
く
に
、
天
台
宗
豊
原
寺
の
末
寺

と
し
て
成
立
し
て
い
た
寺
院
が
ふ
さ
わ
し
い
。
と
く

に
加
賀
山
中
湯
へ
の
経
路
沿
い
の
山
竹
田
に
立
地
し

た
本
専
寺
で
は
、
西
本
願
寺
派
に
転
じ
て
以
後
、
こ

の
伝
説
を
喧
伝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
門
徒
衆
の
参

詣
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
こ
の
伝
説
を
唱
え
た
の
に
高
田
派
の
寺
院

が
あ
り
、
橋
立
真
宗
寺
・
岩
倉
法
光
寺
・
松
成
満
願

寺
な
ど
を
例
と
し
て
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま

ひ
と
つ
は
、
高
田
派
の
分
派
と
言
う
べ
き
三
門
徒
派

こ

ぎ

た

う

わ

の

じ

よ

う

し

よ

う

り

や

ま

も

と

し

よ

う

で
あ
っ
て
、
河
北
専
光
寺
・
上
野
誠
照
寺
・
山
元
証

誠
寺
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
彼
ら
は
本
来
、
鎌

倉
期
に
三
河
・
近
江
な
ど
か
ら
伝
来
し
た
念
仏
を
継

承
し
て
い
た
の
で
、
由
緒
の
士
口
さ
に
遜
色
は
な
い
。

し
か
し
い
か
ん
せ
ん
、
門
徒
衆
に
対
す
る
説
得
力
・

浸
透
力
に
は
欠
け
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
蓮
如
信
仰

を
前
面
に
打
ち
出
し
て
勢
力
拡
大
を
図
る
本
願
寺
派

に
対
抗
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
親
驚
か
ら
直
伝
し
た
と
い
う
由
緒
を
誇
り
つ

つ
も
、
越
前
伝
来
の
経
過
を
よ
り
簡
単
・
明
瞭
に
説

明
す
る
た
め
に
、
越
後
下
向
の
途
中
の
親
鷲
が
止
宿

し
た
際
に
直
接
帰
依
し
た
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
北
陸

道
に
近
接
し
て
立
地
す
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
以
上
に
掲
げ
た
高
田
派
お
よ
び
三
門
徒
派

(
広
義
の
高
旧
派
)
の
寺
院
は
、
い
ず
れ
も
比
較
的

狭
い
範
囲
内
に
立
地
し
て
い
る
か
ら
、
地
理
的
な
位

置
関
係
で
も
相
互
に
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
同
じ
伝
説
が
残
さ
れ
る
中
新
庄
妙
順
寺
に
つ

い
て
も
、
か
つ
て
高
田
派
ま
た
は
三
門
徒
派
に
属
し

て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注①
「
二
十
四
輩
順
拝
図
会
」
巻
之
二

成
』
第
八
巻
、
寺
誌
・
遺
跡
)

0

②
拙
稿
「
中
世
越
前
国
に
お
け
る
北
陸
道
」
(
『
日
本

海
地
域
史
研
究
』
第
三
輯
、
一
九
八
一
年
)
、
同
「
中

世
の
加
越
国
境
と
北
陸
道
」
(
福
井
県
立
鯖
江
高
等
学

校
『
研
究
集
録
』
第
二
ハ
号
、
一
九
九
四
年
)
。

③
「
本
専
寺
文
書
」
(
『
越
前
若
狭
一
向
一
挟
関
係
資

料
集
成
』
)
。

④
「
諸
文
集
」
第
三
一
号
(
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二

巻
、
蓮
如
と
そ
の
教
団
)
、
蓮
如
書
状
に
は
、
ー
文
明

五
季
九
月
下
旬
第
二
日
至
子
己
刻
、
賀
州
山
中
湯
治
之

内
、
書
集
之
詑
。
所
送
寒
暑
、
五
十
八
歳
」
と
あ
っ
て
、

蓮
如
が
山
中
湯
に
湯
治
に
来
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
三
二
号
に
も
ほ
ぼ
向
じ
注
記
が
あ
る
。

⑤
「
諸
文
集
」
第
三
七
号
、
蓮
如
書
状
に
は
、
「
子
時

文
明
第
五
、
九
月
廿
三
日
ニ
、
藤
嶋
郷
ノ
内
、
林
ノ
郷

超
勝
寺
ニ
オ
イ
テ
、
コ
ノ
端
書
ヲ
蓮
崇
所
望
ノ
ア
ヒ
夕
、

同
廿
七
日
申
ノ
魁
ニ
イ
タ
リ
テ
筆
ヲ
ソ
メ
オ
ハ
リ
ヌ
。

釈
蓮
如
花
押
」
と
あ
っ
て
、
藤
島
超
勝
寺
に
滞
在
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑥
「
真
宗
寺
文
書
」
(
『
越
前
若
狭
一
向
一
挟
関
係
史

料
集
成
』
)
。

⑦
「
遺
徳
法
輪
集
」
巻
第
一
(
『
真
宗
史
料
集
成
』
第

八
巻
、
寺
誌
・
遺
跡
)
。

⑧
『
越
前
国
今
立
郡
誌
』
(
一
九

O
九
年
)
。

⑨
寸
専
光
寺
文
書
」
(
『
越
前
若
狭
一
向
一
捺
関
係
史

料
集
成
』
)
。

(
『
真
宗
史
料
集
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⑮
『
越
前
国
名
蹟
考
』
(
杉
原
丈
夫
氏
編
『
新
訂
越
前

国
名
蹟
考
』
、
松
見
文
庫
)
。

⑪
寸
中
野
物
語
寸
(
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
、
専

修
寺
・
諸
派
)
。

⑫
浅
井
潤
子
氏
校
閲
・
竹
内
信
夫
氏
編
集
『
鯖
江
藩
寺

社
改
牒
』
(
鯖
江
藩
政
史
研
究
会
発
行
、
一
九
七
四

年
)
ロ

⑬
「
誠
照
寺
文
書
L

第
一
九
号
(
『
福
井
県
史
』
資
料

編
五
・
中
近
世
三
)
。

⑬
小
字
名
は
「
条
里
復
原
図
L

(

『
福
井
県
史
』
資
料

編
一
六
下
)
に
よ
る
。

⑬
拙
稿
寸
鯖
屋
庄
と
鯖
江
庄
」
(
福
井
県
立
鯖
江
高
等

学
校
『
研
究
集
録
』
第
一
五
号
、
一
九
九
三
年
)
。

⑬
「
二
十
四
輩
順
拝
図
会
」
巻
之
二
。

⑫
「
山
本
荘
「
(
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
第
一
八

巻
、
福
井
県
)

0

⑬
『
鯖
江
藩
寺
社
改
牒
』
。
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